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琴の曲に 「六段」 というのカ、ある。八倍検校の名l曲。琴の代表曲でもある 。

六段小路という優美な名の小道がある 。 田町の通りを浄念寺の手前で北へ折れる JFi。すぐ先で「く 」の

乍にくい違って、房山の通 1)へ続く 。途中から左へ折れると住吉町の通り 。琴の 「六段」とは関係な く

て、六か所で曲 っていたからだと教えてくれた人がし、た。

いかにも、小路というのにふさわしい、昔なヵ、らの人↑i』7が生きていそうな道。
うに、い っ しょうけんめいに路上を掃いているおは、さん。

「以前は、この辺一面に、あしがはえていたもんですにり

そんなことを言舌してくれた。

自分の家の庭でも帰く よ

市民と市長の日

「市民と市長の日 」 を 8月 1日(水)午

前 9U寺から午後 411寺まで、市役所 3階

市長室 で行います。ゎ-主L粍におでかけ

くださし、。

主な内容

農業の近代化すすむ一....・….........一一・ー・・・ー・一一-一.......2・3ページ

50メートルプール完成式典行う(自然運動公園)…・一一....4ベ ジ

市税 1，000円の使いみちー一.............一・ー・・・・・・・・一............5ページ

三種混合予防接種など………....一…一....ー・…-一….......一一.6ページ
農地問題相談日

「燥地問題相談」 をお}J 1 [J (水)午，jiJ

8 U寺30ぅ〉カ‘ら午f灸511寺ま で、，lii5):I;Ji"2 
11符農業委H会.J.;務 }"jてin、ます おい
怪にお でかけ ください。

.7ページやさしい科学教室(信大公開講座)・
町
)
六

屋
」
七
O

........8ページ

一特集 1・2ページ

市制60周年記念行事一-

上回わっしょい特集
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農道整備

環境改善センター建設など

えつr 第 795号 (問:;縦品引)一一一広報(95号一

市
は
、
都
市
近
郊
型
農
業
を
目
指
し
、
農
業
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
泉
団

地
区
農
免
道
路
、
広
域
農
道
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
神
川
、
神
科
、
豊
殿
三
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
豊
か
で
快

適
な
生
活
を
送
れ
る

「
住
み
よ
い
環
境
」
を
目
指
し
て
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

泉
田
農
免
道
路舗
装
ま
つ
の
み

今

年

度

中

完

成

同
農
免
道
路
は
、
周
辺
農
家
の
皆
さ

ん
の
農
地
の
管
理
や
農
産
物
の
流
通
な

ど
農
業
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

小
島
神
畑
地
籍
か
ら
福
田
、
吉
田
を

通

っ
て
小
泉
ま
で
の
「
泉
団
地
区
農
免

道
路
」
は
、
全
長
二
千
三
百
六
十
五
メ

ー
ト
ル
、
幅
六
メ

ー
ト
ル

の
全
面
舗
装

で
、
総
事
業
費
三
億
八
百
八
十
万
円
を

貨
や
し
て
、
五
十
四
年
度
、
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
九
月
中
旬
か

ら
は
じ
め
る
予
定
の
舗
装
工
事
ま
で
、

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
域
農
道
の
野
竹
ト
ン
ネ
ル
(
仮
称
) 舗装工事をまつ泉田地区農免道路

塩田ライスセンター

一日60トンの玄米ができます

稼動開始

モ
ミ
乾
燥
集
中
処
理
場
「
塩
田
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
」
(
東
塩
田
柳
沢
地
籍
)

が
、
総
事
業
山
口
二
信

-
千
七
百
万
円
を

代
や
し
て
完
成
、
版
刷
を
は

L
め
ま
し

同
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
σ

つ
く

り
三
階
建
て
延
面
積

一
千
三
百
八
十
三

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
貯
蔵
乾
燥
方
式
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

貯
蔵
乾
燥
方
式
と
は
、
貯
蔵
し
た
大

量
の
モ
ミ
に
、
風
を
お
く
つ
て
乾
燥
さ

せ
、
次
に
そ
の
モ
ミ
を
循
環
さ
せ
て
、

乾
燥
機
に
二
回
か
け
、
モ
ミ
を
完
全
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
、
モ
ミ
す
り
を
す
る
方

法
で
す
。

こ
の
方
式
に
よ
り
、
同
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、

一
時
間
卜
二
ト
ン、

-
U

に
六
十
ト

ン
(
約
千
依
)
の
玄
米
が
で

き
ま
す
。

す
べ
て
、
ほ
場
整
備
さ
れ
た
米
塩
出

地
区
の

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
中
小
出
は
、

機
械
化
が
す
す
み
、
稲
の
刈
り
取
り
に

は
コ
ン
バ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、

モ
ミ
の
集
中
処
埋
の
必
要
性
が
求
め
ら

れ
川
ラ
ー
λ

セ
ン
タ
ー
が
住
没
さ
れ
ま

ーし

sr
、。

トt)f本、

合む)

こと(j_

1日60トンのモミを乾燥させるモミ乾燥機
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司

i第一

回
の
指
定
を
受
け
、
県
と
関
係
市
町

一

村
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
「
浅
間
山

、i/引制
ろ
く
広
域
農
道
」
の
上
出
市
関
係
区
間

川
酬
の
「
野
竹
ト

ン
ネ
ル
」
(
仮
称
)
は
、
総

帥
棚
引
業
伐
約
六
億
円
を
伐
や
し
、
「
九
十
五

臼
H
q
o

ぽ
年
完
成
を
目
指
し
、
現
夜
、
ト
ン
ネ
ル

一

人
口
か
ら
約
百
メ

ー
ト
ル
掘
削
工
事
が

一

進
ん
で
い
ま
す
。

だ

こ
の
広
域
農
道
の
上
田
市
関
係
区
間

・え

は、

神
科
バ
イ
パ
ス
県
営
野
球
場
入
口

広
域
農
道
の
野
竹
ト
ン
ネ
ル
(
仮
称
)

約
刷
灯
掘
削
す
す
む

か
ら
豊
殿
地
区
中
吉
田
の
東
部
町
と
の

境
界
ま
で
の
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
、
県

営
野
球
場
入
口
か
ら
野
竹
ま
で
の
区
間

は
、
す
で
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
農
道
は
、
農
耕
用
具
の
機
械
化

お
よ
び
農
産
物
集
出
荷
の
自
動
車
化
な

ど
農
業
の
近
代
化
に
伴
い
、
広
域
的
な

幅
広
い
農
道
の
必
要
性
か
ら
着
工
し
ま

し
た
。

つ一 (3)一一一昭和54年7月16日 広報

掘
削
工
事
が
す
す
む
野
竹
ト
ン
ネ
ル

(
仮
称
)

神川・神科・豊殿

三地区の近代化めざして

農村総合整備

モデル事業すすむ

設
と
、
農
業
集
落
道
、
農
業
集
落
排
水

施
設
、
集
落
防
災
安
全
施
設
な
ど
の
事

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
環
境
改
革
円
セ
ン
タ

ー
」
は
、
総
事

業
伐
二
億
八
千
二
百
六
十
万
円
を
貨
や

し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
で
延

面
積

一
千
七
百
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の

近
代
的
な
建
物
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、

一
階
に
、
結
婚
ひ

ろ
う
宴
や
各
種
会
合
な
ど
を
行
う
四
百

十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
の
広
い
多
目
的
ホ

ー
ル
の
ほ
か
、
会
議
室
、
料
理
実
習
室

国
の
指
定
を
受
け
、

神
科
、
神
川
、

豊
殿
三
地
区
の
近
代
化
を
図
る
農
村
総

合
整
備
モ

デ
ル
事
業
は
「
環
境
改
善
セ

ン
タ

ー
」
(
豊
殿
小
井
田
地
籍
)
の
建

お祭りなどの寄付 ・お酒などお中元やお歳暮

寄付行為は法律で禁止されています
公職選挙法により、選挙区内の人 ((1治会、国・地方公共r，tl体、
事業所、会社なども含まれます)に、伐補省宇 (UHlなとも合む)

は、どんな場合でも、選准のあるなしにかかわらず寄付す ることは

できません。

な
ど
が
あ
り
ま
す
0

・
一階
に
は
、
農
事

研
究
室
、
図
占
館
、
生
活
改
善
実
習
室

な
ど
が
あ
り
、

7

一地
区
の
皆
さ
ん
の
研

修
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し

ょ・
7
。
ま
た
、
五
十
J

一年
度
中
に
、
農
業
集

落
道
二
十
七
か
所
、
五
千
二
百
十
五
メ

ー
ト
ル
、
農
業
集
落
排
水
施
設
一

一卜
問
か

所
、
四
千
四
百
七
十
九
メ
ー
ト
ル
、
集

落
防
災
安
全
施
設
二
か
所
な
ど
の
事
業

が
完
成
し
て
い
ま
す
。
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50メ-i'J~フ-J~
昨
年
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
で
に

ぎ
わ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

・
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
総
合
施
設
H

上
田
市
自
然
運
動
公

報

開

の

プ

l
ル
に
五
十
メ

ー
ト
ル
競
泳

広

プ
ー
ル
が
完
成
。

一

六
月
二
十
三
日
午
前
十
時
三
十
分
、

一

同

プ
l
ル
管
理
棟
前
で
、
石
井
市
長
は

ハV
じ
め
、
同
公
園
の
建
設
資
金
に
と
四
年

川
附
前
に
一
億
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
成

引
制
沢
定
平
さ
ん
(
東
京
郎
)、
市
議
会
議
員

郎

・

プ

l
ル
建
設
関
係
者
の
皆
さ
ん
な
ど

ベ
約
七
十
人
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
完
成

一

式
典
を
行
い
ま
し
た
。

一

テ
l
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
青
と
黄
の
コ

一

l
ス
ロ

ー
プ
が
浮
く
五
十
メ
ー
ト
ル
競

号

泳

プ

l
ル
で
、
石
井
市
長
の
号
砲
に
よ

市
り
、
上
回
女
子
短
期
大
学
の
女
チ
学
生

第
が
ス
タ
ー
ト
、
初
泳
ぎ
を
行
い
ま
し

午
後
か
ら
は
、
流
水
プ
ー
ル
、
ス
ラ

イ
ダ
ー
プ
ー
ル
、
徒
渉
プ

l
ル
な
ど
す

べ
て
の
プ

l
ル
が
無
料
で

一
般
開
放
さ

れ
約

一
千
五
百
人
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

えつ

わ
す
れ
物
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

納税組合

連合会役員きまる

会長に荻久保さん

社主|
訪問 福祉4を』 ょうし

販フ三盆Er 安tJJ / 
る

五
十
四
年
度
納
税
組
合
連
合
会
の
会

長
に
、
荻
久
保
今
朝
平
さ
ん
(
下
常
田
)

が
昨
年
に
続
い
て
決
ま
り
、

一
年
間
ご

苦
労
い
た
だ
き
ま
す
。

最
近
、

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
「
交

通
遺
児
助
成
運
動
」
「
福
祉
活
動
基
金
」

な
ど
と
偽
っ
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
名
を
使
い

一
千
円
か
ら
三
千
円

ぐ
ら
い
の

H

ハ
ン
カ
チ

l
フ
H

H

造
花
H

H

お
茶
H

な
ど
を
訪
問
販
売
し
て
い
る

若
い
女
性

(
と
き
に
は
男
性
)
が
い
ま

す
。こ

う
し
た
訪
問
販
売
は
、
上
田
市
社

設すまけ

jJy Y を卜レ、

11= 'JLh 1L 長

O へム問ぜだおL五ロくさ、 ⑫ 官8 線四内七
生2カた父なあ点ま勺りし舌e 
見売千為0てよでなう反子3 〉

ん

協広f報力でおでなをど号
イ体tA g聞同E なJヨiE〉s ミ

さ

f4でlしてしLさっっ本ま7 3 当、a 協略も4議会称社やσそ沿1〉t 

帰
る
と
き
は
、
自
分
の
持
物
を
必
ず

確
認
し
、
わ
す
れ
物
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し

ょ
う
。

初泳ぎをする上田女子短大の皆さん

川

「
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平
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道
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山
崎
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、

一l
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l
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司
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東
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大
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丸
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手
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本
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塩
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踊
り
の
練
習
は

本
初
は
、
上
同
商
工
会
汲
所
前
に
作

り
ま
す。

緊
急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病

人
な
ど
立

、

。
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F
h
d
 

Q
d
 

司

i第nnm
 

川
物
ロ
他
年
四
酔

幻
傾
初

3
，，，
4
h

、、
、、，fz
集

市

民
の
ま
つ
り
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」

特

も
八
回
目
を
迎
え
支
す
。

山
口
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
盛

え

大
に
行
う
、
七
月
二
十
八
日
川
の
夜
は

-つ

家
族
そ
ろ

っ
て
、
互
の
夜
を
楽
し
く
す

報

ご
し
ま
し
ょ
う
。

広門口PO
 

同
門

司

i年4
 

p
h
d
 

円
H
M

Z京
サ
刀
口

「みこしJI踊りJI太鼓」で

夏の夜を楽しもう

「
連
」
の
受
付
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

七
月
二
日
の
受
付
開
始
か
ら
「
連
」

の
申
込
み
が
続
い
で
い
ま
す
。

「
踊
り
連
」
は
、

二
十
人
ぐ
ら
い
か

ら
臼
治
会
、
職
場
、
趣
味
の
会
な
ど
ど

ん
な
グ
ル

ー
プ
で
も
結
構
で
す
。

「
み
こ
し
連
」
は
、
た
る
み
こ
し
で

も
、
宮
み
こ
し
で
も
、
そ
の
ほ
か
ア
イ

デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
新
し
い
形
の
「
み
こ

し
」
も
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
。

「
太
鼓
連
」
は
、
お
ま
つ
り
広
場
で

太
鼓
を
打

っ
て
み
た
い
人
の
連
で
す
。

28日(土)
五
人
ぐ
ら
い
の
「
連
」
を
作
り
、
太
鼓
な

ど
を
用
意
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

各
連
の
受
付
は
、
七
月
二
十
日
閣
で

締
切
り
ま
す
か
ら
、
早
目
に
市
役
所
観

光
課
内
の
仮
事
務
所
(
大
手

一
丁
目

一

一
一

六
)
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 初泳

踊
り
の
練
習
は

初
め
て
出
る
連
へ
は
、
上
国
民
踊
連

合
会
の
会
員
の
方
が
指
導
に
行
き
ま
す
。

講
師
の
皆
さ
ん
の
連
絡
先
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
講
師

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出
た
こ
と
の
あ
る
連
は
、
お
互
い
に

教
え
あ

っ
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
お

ま
つ
り
が
近
づ
く
と
講
師
の
日
程
が
と

れ
ま
せ
ん
の
で
、
講
師
が
必
要
な
場
合

は
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

事
務
所
聞
き
と

「
連
」
打
合
せ
会
議

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
三
日
間

午
後

一
時
か
ら
上
田
商
工
会
議
所
一
一町

で
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
く
、
だ
さ
い
。

事
務
所
聞
き
が
す
む
と
「
上
回
わ

っ

し
ょ
い
」
の
事
務
は
、
す
べ
て
こ
の
事

務
所
で
行
い
ま
す
。

電
話
は
、

⑪

O
七
ニ

O
番
で
す
。

七
月
二
十
四
日

ωは
「
連
」
会
議
、

「
踊
り
連
」
の
出
発
位
置
、
注
意
事
項

な
ど
こ
の
会
議
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
申
込
ん
だ
連
に
は
通
知
し
ま
す
)

当
日
は

午
後
五
時
か
ら
同
七
時
三
十
分
ま
で

は
、
み
こ
し
の
時
間
で
す
。

午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
同
九
時
四

十
五
分
ま
で
は
「
上
田
わ

っ
し
ょ
い」

の
踊
り
。

本
部
は
、
上
旧
商
工
会
議
所
前
に
作

り
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病

人
な
ど
は
本
部

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

例
年
、
迷
チ
が
多
く
出
ま
す
。
おァ十

さ
ん
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
万

一
、
お
子
さ
ん
が
迷
チ
に
な

っ

た
時
は
、
本
部

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

踊
り
が
始
ま
る
と
、
呼
び
出
し
な
ど

の
放
送
時
聞
が
と
り
に
く
く
な
り
ま
す

の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
を
設
け
ま
す

原
町
の
ユ
ニ

l
と
上
山
信
用
金
庫
前

に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席
を
設
け
ま

す
。中

央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
か
な
り

混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
チ
供
づ
れ

の
人
は
、
こ
の
辺
は
さ
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

氏 名 住 所 電話 氏 名 {主 所 電話

中沢でい F 上川原柳1494-17 22-9361 池田武チ 1常磐城 lー 7ー 19 24-8990 

西沢貞子 常磐城1-7一15 22-8985 三輪歌子中央 3-8 -22 24-0825 

近藤敏子 中央西2-5-2 22-1674 菅沼せきじ |上塩尻 206-7 (有)2-9007

徳武志、げ美 中央 3-5 -19 22-2460 矢口封日 |下塩尻 3 1 2 24-6854 

水里子 錦子 五加 1149-1 38-2414 j竜沢良江 中央北2-7-2 23-1438 

羽田ゆ り子 中央 2-6-11 22-1774 市川久子 岡 7 3 4 I 31-3305 

宮原つね代 大手 2-5 -15 2市内2線役4所2108内0 2 清水とし子 天神4-21-7 24-5344 

山由奇よ しゑ 上川原柳1757-8 22-5684 高橋きみ子 千曲町 2 7 22-8321 

両角かね代 二 好凹r5 2 0 24-8357 山岸常敏 千曲目TlOll-90 (有)3-5724

金沢f主多f乙 中央 2-24-3 23-0582 小松 雪チ 緑が丘 1-10-20 22-7072 

(倣称目各)上田わっしょい踊り講師一覧表



交
通
規
制
は
午
後
五
時

1
十
時
三
十
分

第8回“上回わっしょい"交通規制区域案内図
lS54728凶
- PM5 . 00~PM10. 30 

こコ 歩行者道路

ι一一 方通行
..._ 方通行解除

白 (ただし歩行一断は
できなL、)

てス路線変更

亡コ う回路

午
後
五
時
か
ら
同
十
時
一
一十
分
ま
で
、

お
ま
つ
り
広
場
は
、
事
の
乗
り
入
れ
が

祭
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

、。

タ
ク
シ
ー
乗
場
は

タ
ク
シ

ー
乗
場
も
、
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
、
西
武
上
田
鹿
筋
向
か
い
の
上

小
燃
料
前
へ
移
り
ま
す
。

交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時
三
十
分

か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
の

で
、
現
場
の
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

駐
車
場
が不
足
し
ま
す

お
ま
つ
り
広
場
に
近
い
駐
車
場
は
、

わ
ず
か
し
か
収
容
で
き
ま
せ
ん
。
で
き

る
だ
け
、
パ
ス
、
電
車
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
祭
り
が
終
る
と
西
武
上
回
庖

前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
で
ま
す
。
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Q
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t第、、1
ノ
mHh臥
屯
気
は
照
明
、
工
場
の
動
力
、
エ
レ

円
防
川
蜘
ベ
ー
タ

l
、
屯
気
製
品
な
ど
幅
広
く
使

仰
川
わ
れ
て
い
ま
す
。

mw
そ
の
う
え
公
害
な
ど
の
心
配
も
な
く

一

安

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一

生
活
ボ
準
の
向
上
、

産
業
の
発
展
と
と

‘た

も
に
使
用
比
は
毎
年
大
き
な
伸
び
を
示

-え

し
て
い
ま
す
。

-

っ

こ

の
屯
気
の
約
仁
川
川
は
、
石
油
を
燃

日

料

と
す
る
火
力
先
屯
に
よ
る
も
の
で
す
。

+
写
+広

口
u
F
h
u
 

句

i
H
円勺''

A
斗
p
h
J
v
 

z
f
 

刀
口

「

D

る

も

2「省、エオ、ルギーは汁
せ
ん

」ーみんなの手で」

「
た
く
わ
え
や

「
l

輸
入
は
で
き
ま
せ
ん

ム
ダ
を
な
く
し
上
手
に
使
お
う

こ
の
燃
料
で
あ
る
石
油
は
、
ほ
ぽ
一

O

O
%を
海
外

(外
国
)
に
依
存
し
て
お

り
、
増
加
す
る
電
力
需
要
を
ま
か
な

う
だ
け
の
石
油
を
雌
保
し
て
い
く
こ
と

は
、
年
々
む
ず
か
し
く
な

っ
て
き
て
い

ま
す
。

電
気
は
、
蓄
え
て
お
く
こ
と
も
、

輸

入
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
必
要
な

だ
け
電
気
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
む
ず

(同行、n，OOOkW)
月別最大電力

(9電力会社合計)

〆 88.370

み
ん
な
で
工
夫

一
電
気
を
節
約
し
よ
う

し
か
し
、
電
気
は
節
約
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
電
気
を
上
手
に
、
効
川
学
的

に
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
わ
た
し
た
ち

は
快
適
で
便
利
な
暮
し
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

4月 5 10 11 12 

1日の電気の使われ方 (9電力会社今計)

8tl和53年 8rJI9H (単位1.000kWl

9 6 

宇
年
中
で
円以
も
電
気
を
多
く
使
う
の

は
八
月
で
、
そ
の
:
ベ
刀
の

一
は、

ク
ー

ラ
ー
の
使
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
日
の
う
ち
で
は
、
気
温
が
布
く
な

る
午
後
二
時
前
後
で
、
ク
ー
ラ
ー
が
フ

ル
凶
転
す
る
時
刻
で
す
。
こ
れ
に
高
校

野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦
な
ど
が
重
な
る
と
、

電
力
消
費
は
ピ

ー
ク
に
達
し
ま
す
。

ク
ー
ラ
ー
の
涼
胤
の
中
で
野
球
を
楽

し
む
:
・
:
:
:
そ
の

一
方
で
、
わ
が
国
の

発
電
所
は
H

パ
ン
ク
寸
前
げ
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
と
し
は
、
石
油
消
白
川

K
%節
約

と
い
う
国
際
的
な
取
り
決
め
に
従

っ
て

冷
房
杭
度
を
摂
氏
-一
十
八
度
程
度
と
す

る
よ
う
、
国
を
あ
げ
て
努
力
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
も
、
み
ん
な
で
工
夫

し
、
で
き
る
だ
け
協
力
し
ま
し

ょ
う
。

天1正

rもリ

歩、 グラ

もり

~ j: t ， 

Ij: /l 

あ内

!i /l 

くも リ

:立 il

〈ち り

字、グ、

J役fI¥
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25.9 

24.6 
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お知らせ一

三

種

混

合

一

一

予

防

接

種

一

J

一
極
混
合
(
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
次
に
よ
り

えつr 第 795号 (れlzsω:~~r)--一広報

三種混合予防接種目程表

鯉が病気にかかつて弱ってしまったため

と、池を清掃するために、しばらくの問、

水を干した駅前ロータリーの噴水池に、7

月5目、約60匹の鯉が元気になってもどっ
てきました。

みんなでかわいがリましょう。

あ
な
た
も

参
加
L
片
民
'
ま
せ
ん
hp

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
話
」
で
は
、
生

活
必
需
品
に
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ

y

れ
た
人
。

2
、
左
記
生
年
月
日
以
上
の
人
で
、
ま

だ
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
。

た
だ
し
、
四
歳
未
満
の
人
。

二
期一
期
終
了
後
、
十
二
か
月
以
上
経
過

し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
五
歳
六
か
月

未
満
の
人
。

〈接
種
方
法
〉

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
一二

1
八
週
間

の
間
隔
で
三
同
注
射
し
ま
す
。

〈そ
の
他
〉

こ
の
予
防
接
種
は
、
四
歳
に
な
る
日

ま
で
し
か
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

四
歳
以
上
、
六
歳
未
満
の
人
で
三
種

混
合
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

二
種
混

合
(
五
十
五
年
四
月

1
五
月
に
実
施
予

定
)
を
受
け
で
く
だ
さ
い
。

〈お
間
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二

二

お
盆
の
し
尿
の

く
み
取
り
は
早
目
に

お
盆
が
近
づ
く
と
、
各
家
嵯
や
事

業
所
な
ど
の
下
イ
レ
の
く
み
取
り
が

集
中
す
る
た
め
、
処
理
量
が
急
増
し
、

処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
目
に
く
み
取
り
業
者
に

申
込
み
八
月
十
三
円
ま
で
に
は
、
く
み

取
り
が
終
る
よ
う
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
の
事
務
官

速
記
官
研
修
生

一
胃
の
集
団
検
診
一

胃
の
集
団
検
診
を
次
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、

一二
十
五
歳
以
上
の
人
で
楠

診
を
希
望
す
る
人
は
、
保
健
予
防
課
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検
診
料
H
H
七
百
五
十
円
。
険
診
当
日
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
H

各
会
場
と
も
午
前
七
時
間

十
分
か
ら
受
付
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

七
月
二
十
三
日
間
下
之
条
公
会
堂

二
十
四
日

ω
川
辺
町
会
館

二
十
五
日
附
川
辺
町
会
館

二
十
六
日
附
泉
旧
公
民
館

a

一十
七
日
制
泉
凶
公
民
館

二
十
八
日
川
諏
訪
形
公
会
堂

三
十

日

間

・

一好
町
会
館

三
十

一
日

ω
中
之
条
公
会
堂

八
月

一
日

州

中

之

条

公

会

堂

一
一円

削

t
一局
山
公
会
堂

二

百

制

常

間
会
館

同

日

川

常

川

会

館

六
日
間
市
健
康
セ
ン
タ
ー

じ
日

開

市
健
康
セ

ン
タ
ー

八
H

川

柳

町
円
治
会
館

九

日

肘

ド

組

公

民

館

十
日
制
東
塩
田
老
人
集
会
場

十

一
日
山
東
塩
田
老
人
集
会
場

お
間
合
わ
せ
H
H
保
健
予
防
法
保
健
係

(
合
⑫
問

-
O
O内
線
-
-
八
九
μ

行
線

品
川
百
円

U
L
L
-
}
.
}

.
昨
e
a

-
-

ト
分
か
ら
、
施
設
兄
リ下

内
施
設
--e
か
所
)

マ
第
二
一日
、
八
月
間
U
川
午
後
a

時

三
十
分
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
二

一
ー
し
も

μ
ヨ

し

一

一
点
手
心
A
F
lノ
.

，

一

一

健

康

診

査

一

一

三

歳

児

，

一

八
月
の
乳
幼
児
、

三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
一七
十
分
か
ら
二
時
二
，十

分
。
た
だ
し
、
問
・
九
か
月
児
は
-
一時
。

母
L
J

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康診査
日程表

l行健康 I rli出1111せF
七ンデー IflltW七〆タ-

I也1'(I新市内11日市内| 温1[/全l正

8 Jl'1: 

10 LJ 

51 年

rli川l川社会
払H止セ ノター

乳幼児健康診査日程表
rlH孟1lIR): (-

;，1品 市{旭i.It七 ノター
健康七 ノタ-

1.1 Yか1Iリl 9 か IJ~l l I議6か11児 4

車|
ト ー Iに年 4JJI

児 54:ド411'1'. 剛一11111'. 53:1'.2 引 l 
一 ー・. ~ 5:i年111jl
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司

t第、、1ノ
則
一円

対
象
者
H
中
学
生
以
上
の

一
般
市
民
。

山酬

と

き

H
厄
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

即
一怖
と
こ
ろ
H
信
州
大
山下
繊
維
学
部

(常
山

拘

3
m
a

et
i
--h
|
一J

J'a

‘、

、

一
申
込
方
法
H

所
定
の
申
込
占
に
受
講
料

一

-
子
川
を
添
え
て
繊
維
学
部
教
務
係

だ

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
同

-え

係
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

実
施
要
項

巾
込
品
川
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

』つ

返
信
川
封
筒

(宛
先
明
記
、
五
卜
円

報

切
手
貼
付
)
を
同
封
の
う
え
同
係
へ

広

巾
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
受
付
期
間
H

ヒ
パ
ー
卜
日
開
ま
で
で
す
。

一

人

員

H

約
百
名
。
た
だ
し
定
員
に
な

一

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

一
お
問
合
せ
H

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務

日

係

(⑧
二一
八
六
常
田
A

二
|

一
丘
|

一

P
O
 
山

宮
⑫

一
一
二

五
内
線
一一
O
八
)

7

こ
の
講
座
は
、
身
近
な
科
学
の
問
題

畔
を
皆
さ
ん
と
共
に
身
え
、
や
さ
し
く
解

和
説
し
、
実
験
を
し
な
が
ら
理
解
し
て
い

刀
ロ日寸

た
だ
こ
う
と
聞
く
も
の
で
「
ら
せ
ん
構

一

造
の
話
」
で
は
、
植
物
の
つ
る
や
貝
の

一

ら
せ
ん
、
ら
せ
ん
階
段
や
ら
せ
ん
塔
な

ザ
ど
の
構
造
を
簡
単
な
実
験
を
通
し
て
探

一

っ
て
み
ま
す
。

あ
な
た
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

や
さ
し
い
科
学
教
室

信
州
大
学
公
開
講
座

「
フ
ラ
ス
チ
y

ク
の
話
」
で
は
、
生

活
必
需
品
に
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
面
引
い
性
質
や
知

っ
て

い
る
と
役

立
つ
知
識
な
と
を
紹
介
し
ま
す
。

「
冷
房
の
話
」
で
は
、
氷
を
使
わ
な

い
で
部
屋
を
涼
し
く
し
た
り
、
冷
蔵
庫

の
中
が
冷
え
る
し
く
み
を
考
え
ま
す
。

「
血
液
型
の
話
」

で
は
、
血
液
型
は

人
の
生
活
に
ど
う
か
か
わ

っ
て
い

る
の

か
、血
液
型
の
区
別
、
遺
伝
と
応
用
な
ど

か
ら
血
液
型
か
ら
み
た
適
、
不
適
の
結

婚
な
ど
を
考
え
ま
す
。

期日 日寺 間 講義題目 F溝 師

8月2日(木)
9: 00 -12: 00 らせん構造の話 篠原昭助教授

13: 00 -16 : 00 J辰子の話 中沢賢助教授

9: 00 -12: 00 金属の話 品木春郎教授
8月3日(釦

13 : 00 -16: 00 プラスチ ックの話 近田淳雄教 段

9: 00 -12: 00 結晶の話 総沢秀二 教授
8月6日(月)ト 一一

13: 00 -16 : 00 冷房の話 松田英臣助教授
ト一一

9: 00 -12: 00 血液型の話 長島栄一 教 J受
8月7日(火)

13: 00 -16 : 00 生物を通してノM'tを知る 桜井善雄助教授

信州大学公開講座日程表

一
裁
判
所
の
事
務
官
一

一

速

記
官
研
修
生

一

資

格

H
H
昭
和
三
十
三
年
四
月

二
日

(速
記
官
研
修
生
は
昭
和
三
十
四
年

四
月
二
日
)
か
ら
昭
和
三
十
七
年
四

月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
。
性
別
、

学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
リ
日
曜
日
を
除
く
、
七
月
二

十
丘
日
嗣
ま
で
。
郵
送
に
よ
る
申
込

み
は
、
ヒ
月
二
十
五
日
附
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
付
ま
す
。

第
一
次
試
験
日
H

十
月
十
四
日
間

申
込
先
・
お
問
合
せ
H

長
野
地
方
裁
判

所

(⑤
三
八
O
長
野
市
旭
町

一一

O

八
番
地
宮
長

野

O
二
六
二
②
四
九
九

一

)一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一

一
ス
ク
ー
ル
開
講

一

対
象
者

l
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
心

の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。

と
き
・
と
こ
ろ

・
内
容
N
H

マ
第

一
日、

七
月
二
十

一
日

ω午
後

一
時
二一
十
分

か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
二
階
会
議

室
、
講
演
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
」

講
師
藤
本
幸
邦
さ
ん

(円
福
寺
愛
育

園
長
)

マ
第
二
日
、
七
月
二
十
八
日

ω午
後

争
時
4

二
十
分
か
ら
、
施
設
兄
学

(
市

内
施
設
4

一
-
か
所
)

マ
第
三
日
、
八
月
四
日
川
午
後
一

時

三
十
分
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
J

一

階
会
議
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
い
。

受
講
料
リ
無
料

お
問
合
せ
リ
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
宮

⑫
二
O
二
五
)

一
郵
便
番
号
の
一

一
地
名
追
加
什
地
区

一

郵
便
番
号
普
及
協
会
か
ら
、
次
の
と

お
り
地
名
の
追
加
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
上
田
原
団
地

(⑤
三
八
六
l

一
一
)

マ
神

川

(⑤
三
八

六

O

こ

マ
御
陣
が
原

(⑤
二一
八
六
|

一
一
)

マ

中

村

(⑤
三
八
六

て
一
)

マ
西
前
山

(⑤
て一
八
六

一
四
)

マ
東
前
山

(⑤
一二
八
六
|

一
四
)

マ
ひ
か
り
が
丘
団
地

(⑤
二一
八
六
|
O

一

)

マ
富
士
山
馬
場

(⑤
三
八
六

一
二
)

マ
別
所
温
泉
院
内
、
大
湯
、
分
去
、
上

手

(⑤
4

二
八
六
|

一
四
)

マ
み
す
J

台
北
同
地

(⑤守
一一
八
六

O

一

)

マ
み
す
J

台
南
団
地

(⑤
4

二
八
六
l
O

一

)

〈お
問
合
せ
〉

財
川
法
人
郵
便
爵
刊
行
凶
作
及
協
会
(
台

東
京
OA--

一h
八
-h
)
八

O
ぃハ
九
・

八

ご
寄
付
お
礼

マ
水
野
春
海
様

(中
央
丘
)

三

万
七

千
三
百
七
十

一
円
社
会
福
祉
事
業
資

金
と
し
て

マ
上
小
園
芸
グ
ル
ー
プ
み
ど
り
の
会
様

十
三
万
七
千
ヒ
卜
円

社
会
福
祉
事
業

資
金
と
し
て

マ
喫
茶
白
鳥
様

十
万
円

交
通
災
害

遺
児
激
励
事
業
資
金
と
し
て

マ
片
山
と
し
様

(
中
央
西

二

五
万

円

社

会

福

祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
東
信
音
楽
文
化
協
会
様

二
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
阪
本
誠
造
様

(大
手

こ

二

万
じ

千
六
百
六
十
五
円

社
会
福
祉
事
業
資

金
と
し
て

マ
村
山
惣
一
様

(
下
之
郷
)

υ
局
長
き

じ

一
羽
、
錦
鶏
(
き
ん
け
い
)
鳥
一一つ

が
い

、
上
回
公
園
、
自
然
運
動
公
園
ヘ

マ
安
原
け
い
様

(
兵
庫
県
)
卜
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
滝
沢
不
二
夫
様

(中
央
二
)

八

万

五
千
一二
百
十
円

社
会
福
祉
事
業
資
金

と
し
て

マ
東
信
福
祉
事
業
協
同
組
合
様

l
T

O
ハ
ン
ド
ト
ラ

ッ
ク

一
台
上
山
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ

以
上
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ば
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



に
ぎ
わ

さ
っ
き
展
講
演
会
貿
易
展

6
月
の
市
制

ω
周
年
記
念
行
事

だ 昭和54年7f116日一一一一 (8)ーー

つ

た
• 

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
行
事
と
し

て
六
月
-
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
市
総
合

展
示
館
で
行
わ
れ
た

J
c
っ
き
祭
大
展

示
会
。
は
、
さ
っ
き
愛
好
者
の
皆
さ
ん

自
慢
の
作
品
を
集
め
て
行
わ
れ
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
さ
っ
き
は
、
樹
齢
百
年

以
上
の
古
木
を
含
め
た
約
二
百
五
十
は

えつ一第 795号 (盟諸説A23)一一一広報

青
少
年
芸
術
劇
場

〈
と
き
〉

七
月
二
十
七
日
樹
午
後

0
時

三
十
分
か
ら
同
三
時
ま
で

〈
と
こ
ろ
・
入
場
〉

上
田
市
民
会
館

・
無
料

〈
入
場
対
象
者
〉

十
四
歳
以
上
十
九
歳
以
下
の
青
少
年

〈
公
演
内
容
〉

能

「
小
鍛
治

(
こ
か
じ
)」

狂
言
「
長
(
ふ
く
ろ
う
)
」

「瓜

盗
人
(
う
リ
ぬ
す
び
と
)
」

1日

• 

ち
。
み
ご
と
な
樹
形
と
赤
、
白
、
紫
な

ど
い
ろ
と
り
ど
り
の
花
が
会
場
い
っ
ぱ

い
咲
き
誇

っ
て
い
ま
し
た
。

同
記
念
行
事
と
し
て
六
月
十
二
日
、

市
民
会
館
で
行
わ
れ
た

H

文
芸
春
秋
講

演
会
。
は
、
池
田
弥
三
郎
さ
ん
、
岡
本
太

郎
さ
ん
、

山
口
瞳
さ
ん
と
一
流
の
講
師

が
講
演
。
同
会
館
大
ホ

l
ル
満
員
の
一

市制60周年記念行事予定表

実施会場

9円9日

9月10-16日

上川原柳町愛宕神社

市民会館

千曲川河敷ほか

市総合展示館

行 I~名および内容

J己念詩吟大会

日本水彩iiIli会 k~j'V，\展

記念花火大会

記念花火大会

実地 }J 日

8}j • 10月

7月23日

下
ム
行
名
の
市
民
が
熱
心
に
聞
き
入
り
、

大
変
好
評
で
し
た
。

同
記
念
行
事
と
し
て
六
月
十
六
日
か

ら
十
八

日
ま
で、

市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た

H

県
貿
易
展
。
は
、
地
元
企
業
の

輸
出
向
け
工
業
製
品
展
示
の
ほ
か
、
ソ

速
や
中
固
な
ど
の
物
産
の
展
示
、
即
売

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
上
回

紬
(
つ
む
き
)
の
手
織
り
実
演
、
農
民
美
術

の
製
作
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
、
連
日
、
大

勢
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

真に大
上ぎ勢
、わの

貿?市
易平民
展竺の
./ Jエじ

写 22
真・lん
下写で
、ーーー一一『ーーーーー_j

間武上回庖4f:汗

市民会館 市総合展示館

市総合展不館

rh 1":会館前liか

山本山111;c ，-Z: fin ‘ t(~物館

市営|培上競技場

，1， 1": 会館

，b 1": 会館

市民会館

市総合展示館

省エネノレギー!長

記念式典および祝賀式

0市民軍輩、市木、市花の制定

054年5月1日年まれの人に配意品贈程

茶

市民k運動会小中学白t陸上段段大全

D伸びゆ〈上回楓僑ポスター尭喪

スボ-"JUlJrbl止のu，ぃ

スホーノff!)f!iIi'c_; 

。飾妹都市提鋼需褒

郷 L;芸能大会

(， 1下級三作1111以

。市政功労者表艶

上則的ノ???民

農協祭

1ft 

iE i:且!瓦

盆栽展

9月14-17日

101.11 -31 日

1(1) 1 7 LI 

10十12-7 11 

10111-10日

111119 [] 
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け
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10月7日

，"1":会館、山総合l長'J;Mildf'!以来柿Ji.正弘会1111]ゆ -1711

rh吋l法 ".綬校場品年齢r.ヶートボール大会l
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t
 
i
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山小 '~Ii，ι合釘1段1-:.xHforill 1.6Ul:，j 年 .;c.~坂111'1 1~-1511 1日現在)
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